
平
成
二
十
年
三
月
十
二
日
提
出

質

問

第

一

七

〇

号

外
務
省
職
員
の
長
期
欠
勤
に
対
す
る
外
務
省
の
対
応
及
び
説
明
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男

170



外
務
省
職
員
の
長
期
欠
勤
に
対
す
る
外
務
省
の
対
応
及
び
説
明
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
一
三
三
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

現
在
外
務
省
国
際
情
報
統
括
官
組
織
国
際
情
報
官
（
第
四
担
当
）
と
し
て
配
属
さ
れ
て
い
る
加
賀
美
正
人
氏
が
長
期
に
わ

た
り
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
現
在
加
賀
美
氏
が
行
う
べ
き
事
務
、
決
裁
等
の
業
務
を
代
行
し
て
い
る
の
は

竹
内
春
久
国
際
情
報
統
括
官
か
、
ま
た
は
堀
之
内
秀
久
参
事
官
か
と
再
三
問
う
て
い
る
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
も
「
先
の

答
弁
書
（
平
成
二
十
年
一
月
十
一
日
内
閣
衆
質
一
六
八
第
三
六
一
号
、
平
成
二
十
年
一
月
二
十
九
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
四

号
、
平
成
二
十
年
二
月
八
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
三
九
号
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
九
九
号
）
で

お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
」
と
、
や
は
り
明
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
二
〇
〇
八
年
一
月
十
一
日
の
政

府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
三
六
一
号
）
で
は
「
職
員
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
休
暇
を
取
得
す
る
場
合
に
は
、
一
般

に
、
休
暇
を
取
得
す
る
期
間
を
分
散
さ
せ
た
り
、
や
む
を
得
ず
一
定
期
間
ま
と
め
て
取
得
す
る
必
要
が
あ
れ
ば
当
該
職
員
の

事
務
を
代
行
す
る
者
を
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
等
に
よ
り
、
業
務
に
支
障
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
対
応
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
御
指
摘
の
職
員
の
場
合
に
も
、
同
様
の
対
応
を
と
っ
て
い
る
」
旨
の
、
ま
た
同
年
同
月
二
十
九
日
の
政
府
答
弁
書

（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
四
号
）
で
は
「
一
般
に
、
課
又
は
室
の
長
が
休
暇
等
に
よ
り
不
在
と
な
る
場
合
に
は
、
所
属
部
局
の

一



幹
部
職
員
等
に
そ
の
事
務
を
代
行
等
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
加
賀
美
氏
が
長
期
休

暇
を
取
得
す
る
に
あ
た
り
、
加
賀
美
氏
に
替
え
て
別
の
者
を
そ
の
職
に
充
て
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
に
せ
よ
、
あ
ら
か
じ
め

ど
の
者
が
加
賀
美
氏
の
業
務
を
代
行
す
べ
く
指
名
さ
れ
、
現
在
加
賀
美
氏
の
業
務
を
代
行
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

二

外
務
省
職
員
が
長
期
休
暇
を
取
得
す
る
際
に
本
俸
、
各
種
手
当
は
ど
の
程
度
減
額
さ
れ
、
ど
の
程
度
の
休
暇
期
間
が
認
め

ら
れ
る
の
か
と
の
問
い
に
対
し
て
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
職
員
の
休
暇
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
。
以
下
「
勤
務
時
間
法
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
に
お
い
て
、
年
次
休
暇
、

病
気
休
暇
、
特
別
休
暇
及
び
介
護
休
暇
と
さ
れ
て
お
り
、
職
員
が
休
暇
の
取
得
等
に
よ
り
勤
務
し
な
い
場
合
の
給
与
、
各
種

手
当
及
び
休
暇
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
及
び
勤

務
時
間
法
等
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
職
員
の
育
児
休
業
期
間
、
育
児
休
業
を
し
て
い
る
期
間
の
給
与
及
び
各
種
手
当
に
つ
い

て
は
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
等
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
」
と
の
答
弁

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
外
務
省
に
お
い
て
、
例
え
ば
長
期
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
俸
や
各

種
手
当
を
減
額
す
る
こ
と
な
く
満
額
を
支
給
す
る
等
、
右
答
弁
に
あ
る
「
勤
務
時
間
法
」
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

二



る
法
律
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
等
に
違
反
す
る
形
で
、
職
員
の
長
期
休
暇
が
認
め
ら
れ
た
事
例
は
あ

る
か
。

三

「
前
回
答
弁
書
」
で
外
務
省
は
、
二
で
挙
げ
た
法
律
に
違
反
す
る
形
で
外
務
省
職
員
が
長
期
休
暇
を
取
得
し
た
事
例
は
あ

る
か
と
の
問
い
に
対
し
て
「
御
指
摘
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
外
務
省
が
承

知
し
て
い
な
い
だ
け
で
、
二
で
挙
げ
た
法
律
に
違
反
す
る
形
で
外
務
省
職
員
が
長
期
休
暇
を
取
得
し
て
い
た
事
例
が
実
際
に

は
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
過
去
に
な
い
か
。

四

三
で
、
外
務
省
と
し
て
承
知
し
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
の
様
な
事
例
が
過
去
並
び
に
現
在
に
お
い
て
な
い
か
ど
う
か
、

外
務
省
と
し
て
何
ら
か
の
調
査
を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


